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山形闘芸研報 Bull. Yamagata Horticu1tural Research NO.18 : 13-26 (2006) 

イチゴ‘おとめ心'の育成について

菅原巽ー*・丸山康広

庄内総合支庁農業技術普及課産地研究室

Breeding of New Strawberry Variety 'Otomegokoro' 
(registered as strawberry ‘Otomegokoro' in 2006. March) 

Shinichi SUGA W ARA * and Yasuhiro MARUY AMA 

イチゴの新品種‘おとめ心'は， 1998年に‘砂丘S2号'に‘北の輝'を交配した組み合わせから育成された。草姿・

軍勢は‘宝交早生'と間程度の中性である。

花芽分化開始期は， ‘宝交早生'よりやや遅く， ‘北の輝'より平く，沼田市では9月下旬である。

収量は‘宝交早生'より多く，商品果率も高い。果形は円錐形で，果皮色は濃紅で，光沢がある。果実の大きさは， 宮

交早生'よりやや小さい。硬さは‘宏交早E より硬く， 日持ち性に優れる。

糖度・酸度とも宝交早生'より高く，食味は良い。晩生で休眠がやや深いため，本県の半促成(低温カット)栽培に

適する。
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山形県闘芸研究報告第四号 (2006)

I 緒日

わが国におけるイチゴの生産量は，現在，年間約20万

tで，そのおよそ90%が促成及び半促成栽培の作型で生

産され，その97%が11月から 5月に集中している。しか

し，イチゴ果実は年間を還して需要があるため，冨内の

イチゴ果実の端境期である 6 月 ~10月を中心に海外か

ら，生鮮で4.251t (2004年財務省貿易統計) が験入さ

れている。また，冷凍イチゴも1，432t (2004年東京税

関)が輸入されている。

山形県内では.12~7 月に連続して収穫する促成栽培，

冬期間の低温量を制御して 4~6 月に収穫する寒冷地半

促成栽培(以下 f低温カット栽培Jとするに花芽分化

した菌を12月~翌年の8月下旬まで 20C前後で株冷

蔵し，出産後9月上旬に定植して. 1O~11月と翌年の

4~6 月に収穫する長期株冷蔵栽培が行われている。

この中で，本県は冬期間低温となる気象条件のため低

温カット栽培が栽培箇積の約56%(2003年県内農業技術

普及課調査) を占める主力の作型となっている。

県内では， ‘宝交早生'による低温カット栽培の取組

みが1979年頃から始まり. 1981年に実用化された。しか

し， ‘宝交早生'は，食味は良いが果肉が柔らかく日持

ちしないため，低温カット栽壊に適応伎が高く，巣実品

質が良い品種の育成が1982年頃から現地で強く要望さ

れ. 1984年から育穏を開始した。

その後，県内では休日民が深く，果実品質が良い品穣が

ないため‘宝交平生'の低温カット栽培を継続した。し

かし，果肉が硬く，外観が良好で，食味が良い‘とちお

とめ(栃木農試育成)'や‘さちのか(野菜茶業試験場

久留米支場育成)'が育成され，全国的に栽培されるよ

うになった。そのため，本県産‘宝交lfl.~主'が出荷され

る時期に‘とちおとめ'や‘さちのか'が他産地から出荷

され，市場競合するようになり，果肉が柔らかい‘宝交

早生'の市場評価が低下し，本県の栽培溜穣が減少した。

育種を開始して14年呂の1998年に交配し. 1999~ 

2001年に選抜を行い.2001年7月に‘砂丘S3号'と命

名した。その後2001~2003年に国芸作物奨励品種決定調

査事業(基本調査・現地調査)で良好な成績を示し，そ

の優秀性が確認された。 2003年に品種登録出願し.2006 

年3月24日に登録品種名称‘おとめ心. (登録番号第

14187号) として品種登録された。その育成経過の概要

と特性をとりまとめて報告する。

なお，育成経過では山形県立砂丘地農業試験場及び農

業技術普及課産地研究室職員に，本育成品種の園芸作物

奨励品種決定調査事業(基本調査・現地調査)では，園

芸試験場(現;農業総合研究センタ一生産技術試験場)

著者藤謙二氏農業研究研修センター中山間地農業研究部

(環;最上総合支庁農業技術普及課産地研究室)永峯淳

一氏村山総合支庁農業技術普及課高橋玲子氏，西村山

農業技術普及課大嶋博氏，庄内総合支庁農業技術普及課

加藤正幸氏. J A全農庄内本部の協力を得た。記して感

謝の意を表する。

E 膏成経過

交配親

‘おとめ心'は， ‘砂丘S2号'を母親に， ‘北の輝(野

菜茶業試験場盛岡支場育成).を父親として交雑して育成

された品種である。

(1) 母品種‘砂丘S2号'

山形県立砂丘地農業試験場(現;庇内総合支庁農業技

術普及諜産地研究室)で. 1992年に‘89-81-69

(Albriton X Donner)' X ‘89…96-61 (はるよい×盛澗

20号).の組合せから育成された。

果実はやや大玉で，果皮色は明赤色で.果形は円錐形

で光沢がある。また，糖度は10%以上と高く，食味が優

れ，果肉が硬く，日持ち性が良い。しかし，収量性がや

や低く，休日民が宝交早生'より浅い(菅原ら19ω98年)入o 

(ω2) 父品種

野菜茶業試験場盛澗支場で予脊著成され.1994~1995年に

‘盛岡28号'の系統名を付けて地域適応性を検討し各地

で良好な成績を示した。その優秀性が確認され. 1996年

にイチゴ農林19号 1ヒの輝'として農林登録された一季

成り性品種で，寒冷地の低温カット栽培などで栽培され

ている。

革姿はやや立性で草勢は中程度，晩生で休眠が深い。

菜は青緑色で，大きさは‘笈交早生'とほぼ向等である。

業数・分げつ芽数・ランナーの発生はともにやや少ない。

大泉で，果形はやや短円錐形，果皮色は赤~濃赤で光沢

があり，果実は硬く， 日持ち性に優れる。萎黄病は中程

度，うどんこ病は強度抵抗性である(神村ら. 1997)。

2 試験方法

(1) 試験研究

ア交配~定植

1998年3月に‘砂1iS2号' を母親. ';1ヒの輝' を

父親として交配した。得られた種子は. 5 Flに288穴

白色セルトレイに矯種し. 7月に砂丘地農業試験場慣

行床土を詰めた6cm径黒色ポ1)ポットへ. 8月に同
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菅原・丸ilJ:イチゴ‘おとめ心'の脊成について

第 1表現地調査地点と殺嫡様式

議至宝場所 仮娘臼 定締日
施肥翠 (kg/a) うね紹

N P，Os K20 (cm) 

山形市大森 9月11日 10月30日 1.4 2.4 1.2 144 

河北町吉田 9月25日 10月20臼 1.8 1.2 0.6 144 

t西田司ii兵中 9月24日 1.4 1.5 1.5 135 

泌阪市荻野辺新悶 9月23釘 10月8日 2.6 2.7 2.0 135 

注:1)ーはハウス被覆資材設立主済み

様な床土を詰めた 9cm径黒色ポリポットに鉢上げし

た。 1998年9fl18乱ハウス内に陛縞135cm.株開

20cmの2条植えで，ポットで育苗した株を定縞した。

施肥は全量基肥とし，演行の有機入り化成肥料でN:

1.5kg/a. P，05: 1.6kg/a. k，O: 1.5kg/a弘樹脂被覆
肥料180臼タイプでN: 0.7kg/a. P205: 0.8kg/a. k，O: 
0.7kg/aを施用し，合計でN:2.2kg/a. P205:2.4kg/a. 

k20 : 2.2 kg/aとした。

イ 優良株の選抜

温度管理は， 12月上~中旬墳に内カーテンを， 2月

上旬に幅約2m.高さ約90cmの大型トンネルビニール

を設霞して1999年 2 月 l 日 ~4 月 5 臼まで保温した。

選抜偲体は25リットル黒色ポット(培土はパーミ

キュライト :A級ビートモス=1 1)に移植して，

6月に移植した黒色ポットを露地ほ場に霞床してラン

ナーを発生させて採苗した。

ウ優良系統の選抜

1999年 9 月 28~29 日に無仮植苗を， r交配~定植J
選抜と同様な栽横様式・施肥のハウスに定植した。

2000年 l月に檎欝および摘芽を行い. 1 月 20 臼 ~4

月4日まで内カーテンを被覆して管理した。

エ生産力検定

2000年6月27日に，親株を定植しランナーを発生さ

せた。 9 月 27~28 日に無仮植苗を f交配~定植J 選抜

と同様な栽植様式・施胞のハウスに定植した。 2000年

12月 19~20 日に茅整理を行い. 2001年 2 丹 1 日 ~4

月l日まで大型トンネルで被覆して管理した。

(2) 庖芸作物奨励品種決定調査事業

ア基本調査

関芸試験場，農業研究研修センター中山間地農業研

究部および砂丘地農業試験場で諮査を行った。

(ア) 閤芸試験場

2001年10月11日に砂丘地農業試験場が提供した

然仮槙苗の‘おとめ心' と対照の‘主主交平生'から

場内で8月30日採苗し50穴セルで育萌した‘とちお

とめ'をハウスに定植した。栽植様式は君主幅135cm.

株主目
(cm) 

27 

20 

24 

30 

15 

櫛え方 a当一たり ハウス マルチ カーテン トンネル
株数 被援 被覆 被ぞ愛 {呆j品開始

2条櫛え 514 10月 25 日 1 月 3~4 臼 なし 1月13日

2条総え 694 l月5日 10月20臼lJno日
2条緩え 617 1月10日 l月20日 なし

2条植え 493 叩切り 古河20日 11Jn4日 UI30日

株間20cmの2条植えで¥施肥はN:1.5kg/a. P20S: 

1.6kg/a. k20: 1.5 kg/aとした。 11月26日に赤外線

マルチを設置し.2002年 1月17日から内カーテン十

トンネルで保温した。 2月7Bまでに発奮したもの

は除去し，問日 2芽に整理し，以後は放任とした。

10月から l月末日までの 5
0

C以下の低滋遭遇待問

は1，089時間であった。

(イ) 農業研究研修センター中山間地農業研究部

2001年10月11Bに， ‘おとめ心'と対照品種宝

交早生' ‘とちおとめ'を園芸試験場と同様な栽植

様式でハウス内に定植した。施肥は. N: 1.6kg/a. 

P，05 : 1.8kg/a. k20: 1.2kg/aとした。 2002年 l月

30Bに赤外線マルチを設置し. 2月4臼から加視

した。 11月1日から 2fl4日までの 5
0

C以下の低温

遭遇時間は949時間であった。

(ウ) 砂丘地農業試験場

2001年10月1O~11 臼に‘おとめ心'と，対照と

して宝交厚生' ‘とちおとめ'の無仮植苗を「交

配~定横j選抜と問様な栽横様式・施肥のハウスに

定植した。 2001年12月17臼l芽に整理し. 2002年

2 月 1 日 ~3 月 28 日まで大型トンネルで保温して

管理した。 10月から 1月末日までの 50C以下の低温

遭遇時間は1，164時間であった。

イ 現地適応性議査と市場評価

山形市大森(土畑).河北町吉田(土畑).酒田市浜

中(砂丘)および溺出市坂野辺新聞(砂丘)で，砂丘

地農業試験場から定植衝を提供して低温カット栽培で

現地適応性を検討した。なお，栽培管理については各

調査地の慣行に従った。

また. J A全農庄内本部に依頼し. J Aが出荷して

いる市場(京浜地区:2ヶ所，北海道地区:2ヶ所，

秋悶県内 1ヶ所，庄内地区 1ヶ所)に‘おとめ心'

を提供して市場調査を実施した。また，東京都中央卸

売市場大田市場関係者(卸売会社・仲卸)を直接訪問

して，市場性について意見収集を行った。
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第2表収量

総収最 商品果(孟10g)収蚤 商品泉家 街品果 a~たり

品 種 収穫始期 果数 重量 巣数 同左率 重量 巣数 g 平均重量 商品収最

(飼) g (倒) (%) g (%) (%) (g) (kg) 

おとめ心 3月26日 250.8 3276.0 156.3 62.3 2561.4 94.7 97.9 16.4 189.7 

主主交平生 3月228 193.5 1922.0 69.0 35.7 1107.0 83.7 94.2 17.8 82.0 

とちおとめ 4丹4日 95.3 1609.7 66.0 69.2 1310.0 87.4 90.0 16.0 97.0 

第3表収穫終了時(5月22臼)生育 10株平均 2002年図芸試験場

ぽ悶 大 Z実 花 Eぎ 数

品 種
主ミ 数

菜椴長
クラウン径 芽数

(枚)
縦 椀

(mm) (f濁) 総 数 収穫数 未収穫数

(cm) (cm) (cm) (本) (本) (本)

おとめ心 17.0 11.6 9目4 22.4 15.4 3.0 4.9 4.6 0.5 

さ長交阜生 23.2 10.9 8.9 25.6 16.5 4.0 3.6 3.6 0.0 

とちおとめ 27.0 14.8 11.3 30.7 16.6 4.4 1.1 1.0 0.1 

第4表階級別割合 2002年劉芸試験場

品 種
2 L (ミ22g) し(孟17g) M(孟10g) s (孟 6g) クズ(6g>) 奇形果 病巣

(%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) 

おとめ心 4.4 13目。 44.9 32.3 5.4 0.0 0.0 

主主交E再生 3.7 8.9 21.5 45.9 15.6 4.4 0.0 

とちおとめ 23.3 14.4 30.1 17.8 2.7 2.1 9.6 

第5表果実糖度 3果平均 2002年園芸試験場 第6表果実品質

~4 月 4 月 11~ 4 月 21~ 5 月 1~ 5 月 11~

品 種 10日 208 30日 10臼 228 

(Brix%) (Brix%) (Brix%) (Brix%) (Brix%) 

おとめ心

宝交E再生

とちおとめ

3 試験結果

(1) 試験研究

ア選抜経過

11.7 

10.7 

10.5 

10.7 10.8 12.0 

9.2 10.4 9.6 

9.1 10.0 10.6 

1998年に砂丘S2号‘を母綴北の輝‘を父親とし

て交配を行い，実生94個体を養成した。次に，うどんこ病

J薩病程度の軽い58個体を選抜し， 1998年9月に定植した。

これらの個体から1999年5月に，食味・果実の大き

さを主体に優良株として2系統を選抜した。 10月から

1月末日までの 5
0

C以下の低温遭遇時間は1，037時間

であった。

1999年 9 月 28~29日に無仮植苗をハウスに定植し，

2000年5月に， 1果重，外観，病害，硬さ，食味等に特徴あ

る1系統を優良系統として選抜した。10月から 1月末

日までの5
0

C以下の低温遭遇時間は680時間であった。

12.0 

10.3 

10.4 

- 16 

品種
酸度j) 糖度

給関空上ヒ平均
(%) (%) 

(Brix%) 
おとめ心 0.488 11.5 23.6 

11.4 宝交早生 0.287 9.8 34.1 

10.0 とちおとめ 0.392 10.0 25.5 

10.1 1)クエン駿換算による
2)調査n寺期.収穫中期， 5月98

2000年 9 月 27~28B に無仮植苗をハウスに定模し，

2001年3月に草姿と開花状況を. 4~5 月まで l 果

重，外観，病害，硬さ，食味等と 15~22gおよび22g

以上の果実収量調査を行った。 10月から 1月末日まで

の5
0

C以下の低温遭遇時間は1，122時間であった。その

結果，優秀性が篠認されたため， ‘砂丘S3号'とした。

(2) 盟芸作物奨励品穣決定調査事業

ア基本調査

(対園芸試験場

収穫始期は， ‘宝交平生'が最も早く 3月22臼，

‘おとめ心'は3fi 26日， ‘とちおとめ'は4月4B

であった。‘おとめ心'の収穫終了時の生育は，他

の2品種に比べ最大葉の葉椴長が最も短く，花房数

が最も多く，連続的な出議が観察された。また. a 
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第7表食I朱調査(4月15臼調査) 20人調査 2002年殴芸試験場

タト 綴 泉 吉長 内 dセqナ 州総、口人i 
品 車重

色つや 総合 果肉質 甘さ 産主味 香り 食味 総合 評価来形

おとめ心 4.1 3.8 4.0 3.7 3.6 3.4 3.0 3.8 3.5 3.8 

宝交E手生 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 .3.0 3.0 3.0 

とちおとめ 2.9 2.7 2.9 3.6 3.4 3.1 3.0 3.6 3.4 3.4 

※劣る. 2:やや劣る. 3: I百j等. 4:やや優る. 5:優る
主主交早生の評価を全て3として比絞した

第8表収盆

平均果重
M級以上

nE3 口 種 収穫始期
(g) 

平均果重

(g) 

おとめ心 4月18臼 11.4 14.9 

宝交平生 4月12日 12.4 15.5 

とちおとめ 4月24日 16.7 20.1 

第9表 i収穫終了時生育

最 大 オI官ミ

品 議
Z定数
(枚)

小葉長 架橋長

縦 (cm) 償(cm) (cm) 

おとめ心 18.9 12.2 • 8.6 23.7 

，玉ふ司ず人で十F1三Fト五 22.7 10目8 8.1 22.5 

とちおとめ 16.3 18.4 9.4 17.3 

注 1)2002年 6月12臼鵡査

第10表階級別割合

商 品
品 干重

3手数

(個)

3.8 

6.0 

3.8 

果

a当たり収量

WI数 主主最

(個 (kg)

10，989 

5，143 

1，628 

125.4 

64.0 

27.4 

花房数

総数 収穫数

(本) (本)

5.9 3.9 

3.6 2.5 

1.4 1.3 

花

総数

(個)

34.4 

35目6

6.1 

2002年中山間地段業研究部

a E当たりM級以上収量

倒数 議選

(個 (kg)

5.661 

3，663 

1，184 

84.1 

56.6 

23.8 

2002'1三中w問地際業研究部
数 ランナー

収穫数 発生数

(倒) (本)

13.4 6.1 

23.3 9.7 

4.1 10.0 

2002年中山間地燦業研究部

クズ(6gく)% 奇形果%
2 L (迄22g)% L(~17g) % M(~15g) % S (~6g) % 

おとめ心 2.7 7.9 

宝交1手生 2.8 3.2 

とちおとめ 13.1 6.1 

当たり商品収量は‘おとめ心'が最も高い190kgで，

次いで‘とちおとめ'の97kg， ‘宝交早生'は82kg

であった。 M以上比率は， ‘おとめ心'は‘~交平

生'より高かった。糖度は収穫期間を通して‘おと

め心'が最も高かった。また， ‘おとめ心'の糖酸

比は‘とちおとめ'とほぼ間程度の24前後であった

が，糖度と酸度は最も高く，味は濃厚であった。更

に，場内で食味識査を実施したところ， ‘おとめ心'

は，外観・果実内容・総合評価で最も高かった。こ

れらのことから‘おとめ心'の半f足成栽培では，主

力品種‘支交平生'より収量・果実品質とも優った。

(イ) 中山間地農業研究部

収穫始期は宝交早生'が最も早く 4月12日，次

いで‘おとめ心'が4月18B. ‘とちおとめ'は4

27.2 

13.9 

13.1 

17 -

35.6 

8目1

12.1 

17.8 

24.4 

4.0 

8.9 

47.7 

51.5 

月24日であった。収穫終了時の生育は， ‘おとめ心'

が花房数の総数および収穫済み花房数が最も多かっ

た。a当たり商品収量は‘おとめ心'が最も高く

125kgで、奇形果も少なかった。‘おとめ心'は‘支交早

生'より光沢，果形が優れ，果実は硬く，酸味が強かっ

た。これらから‘おとめ心'は対照品種‘宝交早生'よ

りも収量，果実品質に優れた。なお，‘おとめ心'‘主主交

早生'ともに茎葉，果実にうどんこ病が多く発生した。

(ウ) 砂丘地農業試験場

収穫始期の‘おとめ心'の生育は，主主丈が‘宝交

早生' ‘とちおとめ'とほぼ同程度であり，芽数・

花房数は，他の品種より多かった。収穫終了時も'

おとめ心‘は'宝交平生‘と間程度の葉数・葉椴長

であったが，花房数が最も多かった。
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第11表果実形質

品 主要
糖度(Brix%)ll 外観2l

4月228 5月138 6月3日 色(光沢) 形

おとめ心 9.9 9.6 10.8 3.81土1.06 3.72土0.98

主主交早生 11.6 9.5 9.6 3 3 

とちおとめ 10.2 3.41土0.67 3.24こと0.83

2002年中山間地農業研究部

食味2)

硬さ tiさ 酸味

3.46こと0.65 3.12ごと1.07 3.60士0.71

3 3 3 

3.50土0.91 3.45:t 1.01 3.43土0.81

注:1)糖度(Brix%)はATAGO PR-101使用
2)外視食味は26名により宝交早生を3として以下の基準で5月71ヨに調査した。表示は平均値土標準偏差
5 :非常に良い(縫い，甘い，絞っばLサ 4:長い 3 :宝交平生と問符 2 :やや劣る 非常に劣る

第12表 うどんこ病の発生程度 第13袋 生予言調査(収穫始期) l l2I lOt~" 2区平均 2002年{沙丘地感試

説1 種
発病Z定率発病泉家 最大築 (cm)

花房数
(%) (%) 品種

業数 主主丈
小泉長

芽数

(枚) (cm) 梁柄f量 (個) (悩)
おとめ心 30.9 66.4 たて ょこ

宝交早生 13.7 67.2 おとめ心 15.2 32.4 10.5 8.8 24.5 3.5 3.8 

とちおとめ 36.5 50.0 宝交王手生 10.2 31.6 10.4 8.8 25.3 2.0 2.7 

注:1) 2002年5月16β調査 とちおとめ 9.5 34.0 12.5 9.4 25.1 1.6 2.4 

2)中111問地幾業研究部
注:調査日 おとめ心4月15・17日，宝交早生4月12臼，とちおとめ4月12・23日

第14表 生育調査(~又穫終了時: 5/28調査)

葉数
最大葉

品種 小葉長
(枚)

たて(cm) よこ (cm)

おとめ心 30.3 9.8 7.9 

とちおとめ 19.0 12.6 9，0 

宝交早生 29.6 10.5 8.8 
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注:1)渡径約 1cm以上を Uifとカウント

第15表 ~:Z滋期・ JI:Z f量

llX:f菱始期 平均収穫日 平均果護(g)
a21たり総収蚤 a当たり商品収量
(kg) 

z弘稜 区

おとめ心 I区 4月17日 5月9日 14.1 271 209 

2区 4}ヨ17日 5月8臼 12.1 219 146 

平均 4月17臼 5月8日 13.1 245 177 

宏交早生 l区 4月48 4月26日 8.9 174 55 

2区 4月48 4月26臼 9.9 216 77 

平均 4月48 4月26臼 9.4 195 66 

とちおとめ 1区 4月128

4月19日

4丹15日

4月308

5月1日

4月30日

2区

平均

注:1)言語z結果.染返10g以上

収穣始期は‘宝交平生'が最も率い4月4日で，

次いで‘とちおとめ'が4月15日， ‘おとめ心'は

4月17日であった。 a当たり商品q文量は‘おとめ心'

が最も高し>177kgで， ‘宝交早生'が66kg， ‘とちお

とめ'は47kgで、あった。食味は‘とちおとめ'がi収

穫期間を過して最も良かった。 ‘おとめ心'はかん

水量を抑制した管理で食味が向上した。また，外観

は‘おとめ心'が光沢もあり優れた。これらから‘おと

15.9 
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め心'は対照品種宮交平1:'より収震性や果実品質

が優れ，半促成栽埼lこ適応性が高いと判院rrできた。

イ 現地適応性調査とm場評価
収穫後期の京高は，山形市や河北町の内陸地区では

‘おとめ心'が‘宝交早生'より高く沼田地区では

同等か低い傾向であった。また，‘おとめ心'は，4ヶ所

の各調査地区とも後半まで出督することが観察された。

糖度 (Brix%)は収穫始期・盛期とも‘おとめ心'

- 18-
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第四表 5果実品質

屈折計示度 果汁 クエン酸(%) 食味3)
品 種 区

Brix(%)" pH') 全体前期感郷後期
5月以前を前半， 5}l 
以降を後半として表示

おとめ心 l区 8，2 3.6 0，68 0，56 0.70 0，74 
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2002年砂丘地燦業試験場

外観3) 筋考

前 :O~ム

後・ @~O
。~O 滋味あり

。~O
うどんこ

O 
病に弱い。

前 :O~ム

後・ @~O
ム

注:1)屈折苦|示度:ATAGO PR-101使用
2)果thH: HORIBA twin pH使用
3)食味・外観:@良，。やや良，ムやや不良.x不良
かん水管理を5月以前はやや多かん水. 5月以降かん水援をやや少な目に管理

第17表生育(収穫後郊)

最大築 花房数 花数
菜数草高 芽数 ランナ一

地区名品種調査臼 小主主長 葉柄長 収穫
(枚 (cm) 7KlrJ.L'<倒)総数 総数収穫花 数

たて(cm)よこ (cm) (cm) 花房

おとめ心 6月6日 31.0 43.0 13.8 10.0 31.2 4.8 7.4 6.2 42.0 27.0 17.8 
111形市大森

宝交平生 6月613 47.4 39.8 11.5 8.5 33.3 3.4 10.0 7.3 90，3 39.8 12.5 

. おとめ心 6月11日 30.4 36.0 9.7 8.2 23.0 4.4 6.6 4.8 43.6 23.4 3.2 
河北町吉田

宝交E手生 6月11日 29.0 27.8 7，8 6.1 18.8 3.0 7.4 2，6 52.8 12.2 0.4 

おとめ心 6月16臼 24.8 34.2 10.8 9.2 24.0 3.2 7.2 3.6 43.0 25.0 10.6 
灘間市浜中

宝交早生 6月16臼 17.0 34.8 10.4 9.7 24.6 2.4 5.2 3.6 32.0 23.0 5.8 

酒田市坂野おとめ心 6月1413 26.6 34.0 9.8 8.2 24.6 3.4 4.0 3.2 34.0 20.0 14.0 

辺新聞 宝交平生 6月1413 41.0 42.2 10.7 9.1 28，8 3.2 3.4 2.4 28.0 25.0 16.0 

第18表果実品質(糖度:Brix (%)) 

地区名 収穫始期

10.3 ー おとめ心
山形市大森

宝交早生 8.9 

(調査13)

(4月2113)

(4月7Ell 

品穣 収機感期

9.3 

9.3 

(調査日)

(5月12日)

(4月25臼)

収穫終期

10.4 

10.8 

(調査日)

(6月61ヨ)

(6月6[ヨ)

. おとめ心 11.0 (3月28日 13.9 (4月28臼)
河北町E吉田

宝交馬主生 10.2 (3月28日 10.7 (4月28日)

おとめ心 11.3 (4Jll6日 10.0 (5月16日 9.7 (6月16日)
沼田市浜中

玄交馬主生 8.2 (4 fl16日 10.1 (5fl16臼 8.3 (6月16日)

酒田市坂野 おとめ心 12.1 (4 fl16日 10.8 (5 J116臼 8.8 (6月16臼)

辺新田 宝交早生 8目2 (4fl16日 9.6 (5fl16日)

が高い傾向であった。

‘おとめ心'の収穫始期は，山形市や河北町では.~主

交平より約z週間遅くなったが，滋問地区では同
ーであった。

河北町の収量は， ‘おとめ心'が他の調査地点より

大去となり，収量も‘宝交早生'の約2fきとなった。

他3ヶ所の調査地点では‘おとめ心'と宝交早生'

の平均果重はほぼ間程度であったが.lOa当たり収量

は‘おとめ心'が‘宝交平生'より低くなった。

現地調査を行った農業者の意克は， ‘おとめ心'は

‘宝交早生'より，果形・硬さ・食味は良く，うどん

こ病にも強いため栽培しやすい。また，河北町以外で

は果実が小さいとの意見で、あった。

東京都中央卸売市場大関市場関係者や他の市場関係

者からは. 4月末までは生食では食味が良いことが必

要であるが‘おとめ心'は市場性がある。また，果肉

一日一



第19表収益

地区名

山形市大森

河北町吉田

潜閏子Ti浜中

山形県園芸研究報告第18号 (2006)

品種 収穫始期間日) 収穫終了期(月日)

10株当たり 2003年現地調査

商品平均来襲(g) a '43たり商品収最(kg)

おとめ心 4月21臼 6月6B 13.7 229 

'35:交半生 4Jヨ7B 6月6B 13.4 266 

おとめ心 3月31B 5fl31B 16.7 396 

宝交卒生 3月18B 5月22日 13.6 185 

おとめ心 4月17日 6月16日 11.3 174 

宝交E再生 4月17日 6月16B 13.9 197 

消田市坂野 おとめ心 4月21臼 6月14B 14.1 135 

辺新沼 宝交学生 4月21日 6月14日 13.9 173 

第20表 栽摘しての感怨(おとめ心について，対照品種 f宝交早生jと比較して)

項目

①果形

LLI形市大森 河北町吉田 酒田市浜中 |滋悶子Ti坂野辺新田

②果実の大きさ

③果実の硬さ

④果実の色

⑤食 l沫

第 1泉実は鶏冠果，第2果実

以降の果形は良い。

第 1采は大きいが，第2;5:長以

降が小さい。

硬い

鮮やかな赤，光沢もある。

良い

やや小さい

硬いというより，ほどよい硬さで.I硬い
食感がよい。

艮い

おいしい，糖度も高い。完熟|甘みに加えさわやかな酸味があり良|やや酸味強い

だとおいしいが• 11:Z穫時刻jが|好。期待できる食味。酸味は糖度が
早いと酸1床が強い。 I高いのでむしろ長所。主流品種とl沫

が逃うのもよい。

良い

小さい

良い(硬い)

後半やや熱っぽい

赤になる。

良い

る王百一一 tiiE'@"……一一一一一一 T言語~j: 5ffi信ぷi;-;LL-Z己記~j:訂正一一一一…………ーは一一

るI~:Z量;正 ------'r
一一-る誌玩ヨ語込砧主iωi問~.11 一一一一一一一一一一一一-一一-一l

くない。築が肉浮でいい。逸ぴつが

多く，根の強さがうかがえる。

で、株+紡市れ疲状が多発したが. 1司ーほ

場のおとめ心はまったく異常がなく

連作に強い品種だと確信できる。

る民一説記元ー証言長一r;'瓦 ::'11長i雨量………--------r 玩広三云遍~{:'5 elu三両iTz- 1瓦日
でたが，おとめ心にはついていない。

うどんこ病に強いようだ。

長雨}函ヲ1; 1同 11:Z盃伝説iぶ;副長~~'~:T;反言語記長雨量 i正面三示'.--r~i言語長半面';:'r 長三両面忌
3月下旬と2週間以上送れた。収穫 i大きくなると空洞|いがその後小さい。
中議以降 (5月比臼)でも強健な花|があった。 I出荷時期やや遅い。
芽が伸びており，花の素質も良好。

後半まで品質的にも期待できる。総

体的に生産省からの評価は高く，こ

の品種への期待がうかがえた。

⑧その他主主望等

もしっかりし，外観も良いため「業務用jにも向く。

その場合. 6月まで出荷されれば価格的にも取れて大

変有望との意見であった。更に. 10月以降の長期株冷

蔵栽培の出荷時期でも，このような果実品質が保てれ

ば有望との評価であった。
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ケーキ等の業務用

も適するのでは。

ベルルージュに替

わる株冷の適応性

もえてもらいたい。

ウ 園芸作物奨励品種決定調査事業まとめ

内陸地区の寒河江市大字島に位置する濁芸試験場，

冬期間降雪が多く気温が低い新庄市大谷地に位霞する

農業研究研修センター中山間地農業研究部，冬期間低

視で尽照が少ない日本海側に位置する砂丘地農業試験



菅原・丸山:イチゴ‘おとめ心'の育成について

第21表 rP場での求5字結果(東京都中央卸売市場大国市場以外)

市場名
求評H寺までの

流通過程
求訴5寺の果実状態 意求5平時期 評価結果 見

秋田県能代市場 [5月7B[5月5B完熟で収i食味適期がやや過[笈交平生と比較するとf良いj。
穫し， 1昼夜20C1 ぎた状態と推察さ 11司時期の主流品種(とちおと

の予冷l京で保管。 iれる。 Iめ・箆紅・さちのか)とは，
5月6Bにパックやや市場性は「同等または下

補

の

保

送

袖

そ

の

搬

市

。

℃

へ

回

入

8
場

溺

搬

~

市

後

に

6
で

め

協

'

率

話

農

後

冷

一
口
u

一
ウ

t
…
月一戸、U

1
7
1
1
1
1
 

叩場
一
市ロH
H

-
A
U
h
M
 

一
函一道一海

一
レ
1
u

-
a寸
A
1

本荘山手iJ市場 15月7日

がるj。

宝交平生と比較するとr1追いj。
同時期の主流品種(とよのか)

とは，果実の色・食I沫は「同

程度Jであるが.果形 .Tt獲
さ・市場性は[良いj。

宝交平生と比較すると硬さ・|完熟してからの棚持ちがどう

市場性は「良いjが，来形は|なのか?0 諮要期(ゴールデ

間程度で酸味がある。同時期|ンウィーク)にピークになる

の主流品種(とよのか・さち|必要あり。

のか・とちおとめ)とは，果形-

U更さは同程度で，駿l沫がある。

市場伎の判断は難しい。

宝交早生と比較して， 5長形・
1硬さは{良いj。生食では小

玉であり業務向けが「良いj。

東京都多摩市場 [5月15日[5月14Bに8分i食味通期と推察さ
程度の務色で収穫 iれる。
しモールドに粂せ

て，酒岡市被布Ii燦

協に鍛入。その後，

6~8 "Cの保冷液

でrP場へ搬送。

公設庄内地方卸 15月7日 15月5日完熟でJlx1 i雪色がやや赤黒く，1宝交早生と比較すると「良いj。
売市場丸采庄穫し， 2

0

Cの予冷 i酸味が少ない食味 j食l沫低いが，果肉がしっかり
内青果イチゴ担 11京で保管。 5月61適期を過ぎた状態 iしておりケーキ等の業務向き。
当者 11ヨにパック詰め後，1 市場の生食では「越後姫jが

手厚皮2
0

Cの予冷蔵主流であり，食味で劣る。

で保管。

公設庄内地方矧 15月15臼 15月14日に殺色[食味適期

売市場{rll卸 f元 11支合いを10分と

青泉J(l図悶)1 1 8 ~ 9分の2段階
で収穫し，約 5~

10
0Cの予冷!車で
保管。

5月15日のサン

プルを5，FJ15~ 

17日は日中'おilfo.
にし，夕方から翌

戟まで100C前後

の予冷庫で保管。

公設庄内地方銀 15月17日

死市場{中部 r7e
青果J(2回目)

光沢もあり外観が良く，食l沫

も f良いj。奴穫主主期が5月
以降になるが「問題なしJ0 10 
月中旬(長期株冷膝栽坊の出

荷時期)でもイ字分戦える。

泉旅!もしっかりしており 3日

程度の搬持ちは可能と判断。

場の3ヶ所の基本調査，更に県内4ヶ所での現地適応

性調査を実施した。その結果，本県主要作型である低

温カット栽培の主力品種の‘主主交早生'より， ‘おとめ

心'の現地適応性は高く，市場性もあると判断された。

亜 品種登録出願鵠査

試験方法

2002年9月27日に{交記~定植苗J選抜と同様な栽横

様式および施肥が行われたハウスに ‘おとめ心'と比

較対照品種‘宝交早生， '~ヒの輝'を定植した。また。

調査項目対照基準品種‘夕、ナー' 翠玉' ‘砂丘S2

も同一ハウスに定植した。

調査は，品種登録出願用特性表の調査項目に基づ、いて

行った。

2 結果

‘おとめ心'の叢姿・革勢は， ‘支交平生'と同程度の

中性で，業は濃緑~育緑色である。葉数・ランナー数は，

- 21 ー
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第22表 東京都中央卸売市場大田市場での求評結果

市場名 求評時期
2jE5事時までの

|求評時の果実状態
流通過程

東京都中央卸売 2003年 5月12日に6・8・ 6 分者色は 8~

市場大岡市場 5月13日 10分着色・完熟の 9分着色. 8分

東京苦手果イチゴ 4段階で収穫し， 着色は10分着色

担当者 保冷剤入りの 10分着色は完熟
ー----凶値暢情情事ーー『ー・桶----ーーーー値
大白市場{中卸 クーラーボック 果，完熟果は食味

「丸二J(生食扱 スに入れて搬入。 適期を過ぎた状

い)

大田市場仲卸

11'公源J(生食・
業務扱い)

大田市場付1卸

f文孝J(業務扱
い)

態

‘宝交早生'より少ないが‘北の輝'よりは多い。分げ

つ数は， ‘主主交早生' より少ない。

花芽分化は宝交平生'が9月四日と最も早く，次い

で 6おとめ心'の9月22日. '~tの輝'の 9 月 25 日であった。

‘おとめ心'の関花期・成熟期は， ‘宝交早生'より遅

く，休日民伎は‘宝交早生'より短い。

‘おとめ心'の巣形は円錐形で，果皮色は濃車工f主である。

光沢は， 宝交写生'より良い。果実の大きさは， 宝交

よりやや小さい。

果実の硬さは， ‘宝交早生'より優れる。

‘おとめ心'の糖度・酸度(クエン酸換算)とも，‘宝交平

生'より高い。そう果の落ち込みは，小~表皮主主である。

W 論 E義

イチゴの休眠と花芽分化には日長や温度が大きく影響

を及ぼす。特に，冬期間低温となる本県では， この気象

条件を活かした作製に適応する品種が大切である。

11~2 月の冬期間に，栽培品種特性としての休棋を完

22 

評価結果 意 見

この時期としては，菜っぱ(へ I)主持ちが重要だが，輸送の問
た)のつき方や校のつき方が l題は必ずでてくる。コンテナ
良い。悶さがしっかりしてい!で輸送するなど試験的に実施

て，味も良い。 1したらよい。

今の時期のものとしては良い。!この符期の fとちおとめJは
外観は惑くない。ただし，長 l鮮度を最も重視し床がピー
すぎないようにすべき。生食|ク時に比べ劣っている。ソフ

むけには，務色が10分のもの iトパック(一段重ね)は，業
が良い。白いところが少し l務向け。 10丹出荷も.f也のイ
残ったくらいが良い。果肉の iチゴと対抗できる。イチゴは
色はほど良い。へたの大きさ. 1飽和状態ではないので，まだ

軸の留さも良い。果皮が赤黒 lまだチャンスはある。
いものは，評価を下げる。

今の時期は~主食肉けでは殺 1 6湾出荷は価格がとれる時期

色が 7~8 分のものが良い。 i である。 4 月 ~5 月上旬は，

栽培するなら，業務筋の方を I1とちおとめj等種々 あるので，
主体にした方が収益は上がる。 i価格はとりにくい。 10月出荷
外観・ 1床とも良い。光沢もあ lは，業務筋で良い。
り良い。においも良い。「と

よのかjよりずっと良い。空

洞巣は. {，自の品種でも気にな

らない。

外線床ともに良い。重要な|報取りが基本。基本的な栽培

のは. }友持ちが1番，味が2Iをきちんと行うべき。 5月は
番である。業務向けでは，務 I量径が多く，倣
色は8分が良い。業務向けは.1下旬から 7月は価格が取りや
ソフトパックが良い。 1すい。安定供給・毎日出荷な

ど主主的な問題と輸送問題は解

決しなければならない。

全に打破する低温震に遭遇した場合，花芽は休眠打破さ

れる前に分化したもののみが出審開花し，低収最となる。

しかし，冬期間の低温遭遇時間を制御して，休日民が完全

に覚醒しない半休眠状態にすると，花芽分化が連続して

行われる状態となり，出奮開花し多紋となる現象(カリ

フォルニア効果と呼ばれる)がある。この生理生態現象

を利用し，冬期間低温となる寒冷地の気象条件を利用し

て，連続出奮させる栽培技術が「低滋カット栽ttfJであ

る。この技術は.野菜茶業試験場盛岡支場(現在の東北

農業研究センタ一野菜花き部)に在籍していた高井氏

(1976・1980) らが開発し，普及している。

1957年に食味が良い宝交平生(兵庫農試宝塚分場育

成).が発表され. 1970年頃には全国各地に導入された。

‘宝交早生'は休日民が完全に打破される 50C以下の低温遭

遇時間が多い品種であった。そのため.gg南媛地では休

眠に入らないよう電照や暖房を組み合わせて花芽分化を

延長させる半促成栽培が行われていた。

しかし，冬期間低温となる本県では暖房等のコストが
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第23表主な項目の特性比較表

形 質 おとめ心

1 j!喜姿 ロー
J:
 

n
r
l
 
中

主主交E再生

中間

北の練

中間

3.草丈(測定値 高 (36.3cm) 中 (25.4cm)

4.分げつの多少(測定値 少~中 (3.4本 中 (4.41ド)

中 (28.6cm)

少~中 (3.0本)

5. ランナーの太さ(測定鮫 中~大 (3.54mm) 中 (2.56mm) 中~太 (3.83mm)

6. ランナーの者色 | 淡赤 j 赤 i 淡赤~赤
、一一一一一 日品一ー.---------.--------，町一一一一一一一一一一一 ι一一歩合佐一。ーか匂ゆ ω』一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一手ι一一。“命

7. ランナー数(測定値 少~中 (6.72ド 中(12.7*) 少 (3.7本)

8 菜色 農緑~青緑 | 波紋 | 脅緑

9.菜数(測定値 少~中(15.6枚 中 (21.5枚 少(10.4枚)

10.果皮の色 | 濃紅 [ 鮮赤 i 鮮赤

o
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一
肉
一
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1
i
m

ヮ“町
Qυ
匂

AA
や

吋

3ム

ω

噌

a
4
m
噌

E
4
m
噌

E
4
叩

… 15. 里竺竺竺一一一一一一……… 一一一.....1.

16.花房当たりの花数(測定値 少~中 (9.1 ffl;j) 多(14.8鍛 中(11.7個)
争 pもゅ ー..一一ーー一一一一一一ー一ーー-._.も匂 ι----一ーーー一一一一一一一一一ーーー一ーーーおや“おや

17.果実の硬さ | 破 | 軟 | 機磁!

18 そう架の滋ち込み | 落ち込み小~表皮並 | 溶ち込みや | 表皮並~飛び出し

19.そう泉のアントシアニン翁色 i 淡~中 | ほとんどなし | 淡
+ 一一一一一 ー一一一一一一一-.----<巴吟白ゐ尚也匂_.ー“ ω一ーー一一一一一戸一一一一一一一ーもー~--や白 ωω--ー一一ーーーーーー一一一一一一--ー守合会匂ぬ d守山匂匂均一ー_.一ー一一一

20.そう泉数 〆 i 中 ! 中 i 中

21.果実の寄り | 多 i 中 i 少

22.花芽分化期(測定値 中 (2002.9.22) 中 (2002.9.19) 中~晩 (2002.9.25)

23. 開花始期 | 晩~緩晩 | 中 | 桜娩

24 成熟期 | 晩~極娩 | 中 | 械娩

25.成熟日数 i 中~長 | 中 ! 中~長

26.休眠性 i 短~中 | 中 i 長~極長

27.可溶性銅形物含量(測定値 高~桜高(10.4%) 高 (8.0%) 中~潟 (5.9%)
宇一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ゅ ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一._.ωd命令命令や司令ーーー+一一一一一一一一一一一一一戸宇一今勾仰向匂附句ゃー-ー一一一一一一一一一一一一一ー--.

28.酸度:クヱン酸換算(測定値 高 (0.69%) 低 (0.48%) 低~仁T(0.53%) 

29. 臼持ち | 中 (84%) 低 (82%) 高~阪高 (98%)

30. うどんこ病抵抗性 | 高 | 高 | 高

31.萎黄病抵抗性 | 低~中 | 低 | 低~中

かかるため，高井氏らが開発した「低温カット栽培jで

宝交早f を栽培する取組みが1979年墳から始まり，

1981年に実用化された。この技術確立により 1985年には

庄内地区で栽培面積190ha(農林統計)，取扱金額11億

4711万円(JA全農庄内本部闘芸取扱実績)となり，関

芸作物の主力品目となった。その後，休眠が浅く早生性

の‘女蜂(栃木農試育成)，や‘とよのか(野菜茶業試

験場久留米支場，現在の九州沖縄農業研究センタ一野菜

花き部)，が育成され，全国各地で導入された。

当時の砂丘地農業試験場でも，休眠が浅い‘女峰'‘と

よのか'を供試し，当地に適応する技術開発に挑んだが，

休眠が浅い品種は，翌春の草丈が40~50cm以上と高く，

花房も緩端に長く，花房数が少なくなるため，当地では

適応性がないと判断された。

本県の冬期間の気象は，庄内地区と内陵地区とでは若

干異なった様相を示す。庄内地区は， 日本海に面してい

るため，内陸地区ほど最低気温が低下しないが， 11月下

旬~1 月下旬までは 8照時間が極端に少なくなる。一方，

内陸地区は，庄内より，最低気温は低くなるが， 日照時

間はより多く， 日中のハウスの中は高混となりやすい条

件になる。そのため， ‘おとめ心'は，内陸地区が庄内

地区より出荷時期が卒くなる傾向がある。

イチゴの作型には，低温カット栽培の他には月から出

荷される促成栽培や， 10~11 月出荷と翌若手の 4~6 月出

荷される長期株冷蔵栽培がある。寒冷地に位援する本県

の作製は，気象条件を考慮すると，冬期間の低温を活用
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した低温カット栽培は大変重要であり，低迷しているイ

チゴ産地の起爆剤として期待される。

イチゴは，子供からお年寄りまで好きな果物として諮

婆があり，東京都中央卸売市場(果実編)の取扱金額が

2003年で第1位， 2004年で第2伎と主要品目となってい

る。本県の画芸振興を隠るには取扱金額が大きい品目の

拡大が必須と考えられる。

今回育成した‘おとめ心'は，低温カット栽培による

4~6 月出荷に適する。長期株冷蔵栽培や夜冷短日処理

による 10~11月出荷と翌年の 4~6 月出荷する 2 期ど

り栽培は，株及びハウスの有効利用ができる作型である。

また， 6月以降の夏秋期はケーキ等業務用の需要がある。

2004~2005年にケーキ屋へサンプル提供を行ったと

ころ‘おとめ心'は，是非使用したいとの意晃があった

(データ略)。そのため， ‘おとめ心'を活用した秋と春

の2期どり栽培や6月以降の夏秋期出荷を目指した技術

開発を期待したい。

また， ‘おとめ心'は連続出醤させる 5
0
C以下の低温

遭遇時間がやや短い600時間(Et内産地研究室2005年)

との成緩があり，今後， もっと休日民が深く，果実品質が

良い品種が求められると考えられる。 ‘おとめ心'の休

日民性を改良し，果実品質の良い品穣の育成が期待される。

V 摘要

1.イチゴの新品穏‘おとめ心'は， ‘砂丘S2号'に

'~tの輝'を交配した組み合わせから育成されたもので，

2006年3月に品種登録された。

2.草姿・主主勢は‘宝交早1:'と間程度の中性で，菜は濃

緑~青緑で，棄の大きさは‘宝交早生'よりやや大き

い。業数・ランナ一発生数は‘支交早生'より少なく，

分げつ数は‘主主交早生'よりやや多い。

3.花芽分化隣始期は， ‘主主交早生'よりやや遅く， ‘北

の輝'より早く，酒国市では9月下旬である。‘宝交

早生' に比べ， 開花見耳および成熟期は遅く，休日民は浅

い品種である。

4.収量は‘宝交早主主'より多く，商品果率も高い。

5.来形は円錐形で，果皮色は濃紅色で，光沢がある。

果実の大きさは， 宝交早生'よりやや小さい。硬さ

は‘宝交早生'より硬く， El持ち性に優れる。

6.糖度・酸度とも‘宝交厚生'より高く，食味は良い。

香りは多く，そう果の溶ち込みは小~表皮並で、ある。

7.本品種は，晩生で休日民はやや長いため，本原の半促

成(低温カット)栽培に適する。

VI 膏成関係者

‘おとめ心'の育成担当者および担当期間は次のとおり

である。

石黒運弥 1997~1998 (場長)

武田正宏 1997~1998 (研究会三幹兼酎場長)

斎藤隆 1997~1998 (悶芸研究専門員)

佐藤純 1997(専門研究員)

菅原員一 1997~2001 (専門研究員)

富樫政博 1997~1999 (専門研究員)

山崎紀子 1997~2003 (研究員，専門研究員)

佐藤裕則 1998~2001 (主任専門研究員)

佐藤昌宏 1999~2000 (場長)

伊藤美和 1999 (研究主幹兼国j場長)

柴田 稔 2000~2002 (研究主幹兼副場長)

伊藤政憲 2000~2003 (主任専門研究員)

阿部芳主主 2001~2002 (場長)

丸山康広 2002~2003 (主任専門研究員)

菅原敬 2002~2003 (専門研究員)

金谷正 2003(場長)

佐藤義男 2003 (研究主幹兼副場長)
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A New Strawberry Variety ‘Otomegokoro' 

Shinichi SUGA WARA and Yasuhiro MARUYAMA 

Agricllltural Techniqlle lmprovement Research office Eagricllltllral Techniqlle Poplllarization division 

lndllstrial And Economic Affairs Department Shonai Area General Branch Administration 

Sakata， yamagata， 998制0112

Summary 

1. A new strawberry variety from the cross between ‘Sakyu S2' and ‘Kitanokagayaki' was released， and registered 

as strawberry 'Otomegokoro' in 2006. March. 

2. The plant form and vigor of ‘Otomegokoro' are medium compared with Standard Cultivar ‘日okowase¥Leavesare 

deep to dark green in color. The size of the leaflets of ‘Otomegokoro' is semi-larger than that of ‘Hokowase'. The 

number of leaves per plant is similar to that of‘Hokowase¥Runner production is less， as in the cas巴of‘Hokowase'. 

The tilling is more than 'Hokowase¥ 

3. The flower bud of the terminal clust巴rbecomes differentiated at the end of September， a few days later than in 

‘Hokowase' and earlier than in 'Kitanokagayaki' under natural conditions in Sakata. The flowering and maturing 

time of ‘Otomegokoro' is later than 'Hokowase' and later variety. The dormancy is shallower than ‘Hokowase¥ 

4. The yield of ‘Otomegokoro' is more higher than ‘日okowase'in open culture and rate of marketable fruits to total 

weight is very high compared with官okowase¥

5. The fruit is medium to short conic and skin color is red to dark. Average fruit size is slightly smaller than that of 

百okowase¥Thefruit is firmer than ‘Hokowase' and shelf life is longer than that of ‘Hokowase' 

6. The sugar content and the citric acid of fruit is higher than that of ‘Hokowase¥The aroma of ‘Otomegokoro' fruit 

is heavy. The positioned achenes are flush with surface. 

7. Since ‘Otomegokoro' is a late growing cultivar and the slightly deep dormancy. ‘Otomegokoro' is adapted to semi-

forcing culture in Yamagata Prefecture. 

26 -

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

